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 電 話  22 2- 3589 

梅梅小小路路公公園園のの拡拡張張再再整整備備ににつついいてて  

～新たな賑わいと憩いの場の創出～ 

 

 梅小路公園においては，昨年３月，京都水族館が開業し，開館７箇月半で初年度の入館者

の目標である２００万人を突破するなど，多くの市民や観光客の皆様により，賑わいを増し

ています。 

 また，昨年末には，本市がかねてより誘致し，待ち望んでいた，新たな鉄道博物館の計画

（平成２８年春頃開業）がＪＲ西日本から発表され，梅小路公園において民間活力を導入し

た公園機能の充実が進んでいます。 

 この度，京都市では，梅小路公園の賑わいと御利用いただく方の憩いの場を創出するため，

京都水族館と鉄道博物館予定地を結ぶ，公園の中心にあたる広場を下記のとおり拡張整備し

ますので，お知らせします。 

記 

１ 再整備の概要 

芝生や緑あふれる広々とした交流ゾーンとして，チンチン電車や市電を活用し，新た

な賑わいゾーンとして再整備します。 

京都水族館の西側には，新たに「市電ひろば（仮称）」を整備し，ＪＲ社宅跡地の西半

分には，芝生広場や大型遊具の新設を中心とした「すざくゆめ広場（仮称）」を整備しま

す。また，両ひろばには乗降場を設置し，チンチン電車を走行させます。 

「すざくゆめ広場（仮称）」には，チンチン電車整備場と合わせて，休憩施設（カフェ）

を設置する予定です。 

 

 (1) 「市電ひろば（仮称）」の整備について～市電の静態展示と新たな活用～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                    ＊保管している市電一覧（別紙１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

型式名 車両製造時期 

広軌１型 明治４５年 

５００型 大正１３年 

７００型 昭和３３年 

８００型 昭和３１年 

９００型 昭和３２年 

１６００型 昭和４１年 

２０００型 昭和３９年 

「市電ひろば（仮称）」などを整備（約 700 ㎡）し，年式の異なる市電車両（７両）

を常設展示します。 

京都市の公営交通は，今年度，１００周年の節目を迎えました。これを契機として，

これまで保管してきた各年代を代表する貴重な７両の市電を，市民の皆様に愛され，

親しんでいただけるよう，展示，活用します。 

     【１両：運行当時の姿で常設展示】 

     【６両：コンシェルジュ機能や貸店舗として活用】 
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（西乗降場付近） 

(2) チンチン電車の動態保存（改良・移設）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 「すざくゆめ広場（仮称）」の整備について（別紙２参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用地面積＞ 

 「すざくゆめ広場（仮称）」（梅小路公園に隣接するＪＲ西日本梅小路社宅跡地の西半分程度）：約５，７００㎡ 

 「市電ひろば（仮称）」（ＪＲ西日本梅小路社宅跡地の東側用地の一部）：約７００㎡ 

  上記２箇所を結ぶチンチン電車の軌道敷地など，隣接する園路部分：約３，４００㎡ 

  ※１ 既存の公園区域を含め再整備面積は，９，８００㎡程度の予定 

  ※２ 社宅跡地の西半分はＪＲ西日本から新たに借受け，社宅跡地の東側用地の一部は，本市所有の 

     梅小路公園敷地と相互貸借することで，公園用地の一体利用を図ります。 

 

  現在運行しているチンチン電車 

現在，架線方式で運行している日本最古の

チンチン電車を，京都のものづくりの力を生

かし，地球環境にも優しい最新鋭の蓄電池（Ｅ

Ｖ化）を動力源とするチンチン電車に改良し

ます。 

なお，公園内の運行にふさわしい緑化軌道

（軌道敷の緑化）に整備します。 

鉄道博物館の建設を契機に，現在のふれあい広場（鉄道博物館建設予定地内）の広

さに相当する面積（約 5,700 ㎡）の広場を整備します。 

・芝生広場 

・大型遊具（市内最大規模） 

・休憩施設（カフェ） 

※「すざくゆめ広場（仮称）」の名称及び大型遊具の種類については，今後，市民の   

 皆様の御意見をいただきながら決定します。 

見を聞き決定します。 

 募により決定します。 

 



 

２ 民間活力の導入 

カフェの設置については，環境や景観に配慮し，公園との一体感を重視した店舗運営提

案を，市電の展示・活用については，地域の活性化につながるアイデアを含んだ活用提案

を，それぞれ民間事業者から募り，運営事業者を選定します。 

なお，これら公園施設の基盤整備は本市が行います。 

 

３ 総事業費 

約５億７千万円（見込み）※平成２５年度予算として提案予定 

 

４ スケジュール（予定） 

  平成２５年４月  市電の展示・活用，カフェ運営事業者募集 

       ６月  拡張公園整備着工 

      １０月  チンチン電車運行休止 

      １１月  拡張公園部分開園（大型遊具供用開始） 

  平成２６年１月  拡張公園全面開園（チンチン電車新規運行，カフェ等開業） 

 

＜参考＞ 

 梅小路公園の概要 

  開 園：平成７年４月２９日 

  総 面 積：１２８，４６８㎡（平成２３年１１月２２日に公園区域変更告示） 

  拡張面積：約６，４００㎡ 

       ・すざくゆめ広場（仮称）約５，７００㎡ 

       ・市電ひろば（仮称）  約  ７００㎡ 


